
事業計画書
令和　年度　長崎伝習所若者チャレンジ塾補助金
団体名
事業名
	事業の目的　【審査項目：公益性・独創性】

	●●●●●●(ターゲット)に対して、△△△△△△を取り組むことにより、××××××に貢献することを目的とする

	事業内容・スケジュール　【審査項目：現実性】

	対象者、人数、内容、目標、日時、場所、スケジュール、実施体制などを記載

	想定する具体的な成果・効果　【審査項目：貢献性】

	・○○○を通して市民の輪を広げ地域交流のきっかけとする。

・○○○をすることで市民の充実した日常生活に寄与する。

・長崎市に○○○が定着することで、市外の方にもアピールし長崎市に訪れる人を増やす。
・目指す事業成果、成果指標(現状値と目標値など) 

	今後の事業展開　【審査項目：継続性】

	



記入例





(審査項目)：以下の点に着目します。


(1) 地域の活性化や魅力的なまちづくり等へつながる活動であるか。市民・長崎市の利益につながり、公金を活用するのにふさわしい取り組みか。の自発的な取組みであり、不特定多数のものの利益増進につながるものであるか。


(２) 若者ならではの柔軟で斬新な視点・発想等があるか。





(審査項目)：以下の点に着目します。


実行可能な方法、スケジュール、予算で活動計画が立案されているか。





(審査項目)：以下の点に着目します。


効果・成果が魅力的な長崎のまちづくりや地域の活性化等へ貢献できるものであるか





(審査項目)：以下の点に着目します。


若者チャレンジ塾補助金が終了した後も、継続的な活動が見込めるか。





政治的・宗教的なものや、営利を目的とするもの


すでに活動している団体が活動拡大等を目的として応募するもの





このような場合は


応募できません！








